
特
集　
「
医
福
食
農
」連
携
の
時
代　

医
療
福
祉
と「
食
農
」の
連
携
で
つ
く
る
社
会

高
齢
化
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱
え
る
日
本
で
、医
療
や
福
祉
の
分
野
に「
食
」

や「
農
」の
強
み
を
生
か
し
、「
医
福
食
農
」の
新
た
な
連
携
に
よ
っ
て
健
康
長
寿
社
会

構
築
へ
の
可
能
性
が
出
て
き
た
。機
能
性
食
品
の
研
究
、そ
し
て
商
品
開
発
が
ポ
イ
ン

ト
だ
。
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を経て、2011年より現職。

日
本
で
生
ま
れ
た
機
能
性
食
品

　

機
能
性
食
品
と
い
う
言
葉
は
日
本
で
生
ま
れ
、そ
の

科
学
的
な
研
究
に
お
い
て
も
、わ
が
国
の
学
術
的
な
異

分
野
融
合
研
究
が
世
界
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
。

　

最
近
に
な
っ
て
、「
食
」や「
農
」の
新
た
な
可
能
性
と

し
て
、生
活
習
慣
病
予
防
、健
康
増
進
の
医
療
分
野
や
福

祉
分
野
と
連
携
し
た
取
り
組
み
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

二
〇
一
三
年
六
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た「
日
本
再
興

戦
略
」に
お
い
て
、農
林
水
産
業
を
成
長
産
業
に
す
る
主

要
な
施
策
の
一
例
と
し
て「
医
療
福
祉
等
の
異
業
種
連

携
等
に
よ
り
、農
業
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
、付

加
価
値
を
高
め
る
」と
う
た
わ
れ
て
い
る
。

　

農
林
水
産
省
を
中
心
に
、医
福
食
農
関
連
事
業
は
積

極
的
に
推
進
さ
れ
つ
つ
あ
り
、一
四
年
改
訂「
日
本
再
興

戦
略
」に
お
い
て
は「
加
工
・
業
務
用
野
菜
、有
機
農
産

物
、薬
用
作
物
等
の
需
要
が
伸
び
て
い
る
農
産
物
に
つ

い
て
国
産
シ
ェ
ア
を
拡
大
さ
せ
る
と
と
も
に
、医
福
食

農
連
携
、農
観
連
携
等
に
よ
り
、新
た
な
国
内
市
場
を
開

拓
す
る
」と
う
た
わ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、「
農
林
水
産
業
・
地
域
の
活
力
創
造
プ
ラ
ン
」

に
お
い
て
も「
女
性
や
若
者
を
含
め
た
多
様
な
人
材
を

活
用
し
、農
商
工
連
携
や
医
福
食
農
連
携
等
の
六
次
産

業
化
や
地
理
的
表
示
保
護
制
度
の
導
入
等
に
よ
る
農
林

水
産 

物
・
食
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、

農
林
水
産
物
の
付
加
価
値
向
上
を
図
る
」と
う
た
わ
れ

て
い
る
。

　

つ
ま
り
、「
医
福
食
農
」は
食
の
機
能
性
評
価
に
お
け

る
国
の
中
心
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
展
開
さ
れ
る
こ

と
が
決
定
し
て
お
り
、そ
の
概
要
は
図
１
の
よ
う
に
示

さ
れ
て
い
る
。食
品
産
業
・
農
業
サ
イ
ド
と
同
様
に
医

療
・
福
祉
サ
イ
ド
に
も
、さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
と
シ
ー

ズ（
将
来
、大
き
な
実
を
結
ぶ
可
能
性
の
あ
る
ビ
ジ
ネ
ス

の
種
）が
あ
る
。

　

こ
の
両
サ
イ
ド
が
戦
略
的
に
連
携
し
、新
た
な
六
次

産
業
化
の
取
り
組
み
と
し
て
推
進
す
る
こ
と
で
最
終
的

に
実
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
、「
食
」と「
農
」を

基
盤
に
し
た
健
康
長
寿
社
会
の
構
築
で
あ
る
。

オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
で
新
産
業
創
出

　

こ
う
し
た
動
き
を
受
け
て
現
在
、産
学
官
の
異
分
野

の
研
究
者
が
集
ま
っ
て
、食
品
の
機
能
性
を
科
学
的
手

法
に
よ
り
明
ら
か
に
し
、「
医
福
食
農
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
貢
献
し
よ
う
と
す
る
取
り
組
み
が
盛
ん
に
な
り
つ
つ

あ
る
。

　

一
三
年
か
ら
開
始
さ
れ
た
農
研
機
構
の「
機
能
性
を

持
つ
農
林
水
産
物
・
食
品
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」は
、①

健
康
機
能
性
を
持
つ
農
林
水
産
物
・
加
工
品
の
開
発
、
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②
新
し
い
健
康
機
能
性
の
解
明
、健
康
機
能
性
の
評
価

手
法
の
開
発
、③
食
品
の
健
康
機
能
性
に
関
す
る
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
の
構
築
と
栄
養
指
導
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
目

的
と
し
て
い
る
。

　

特
に
、①
に
つ
い
て
は
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
を
対
象
と
し
て
、図
２
に
示
す
よ
う
な
多
く
の
機
能

性
成
分
の
研
究
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
研
究
の
特
徴
は
、ヒ
ト
臨
床
試
験
の
実
施
で
あ

り
、プ
ラ
セ
ボ（
有
効
成
分
を
含
ま
な
い
錠
剤
）あ
る
い

は
既
存
野
菜
を
対
象
に
し
て
二
重
盲
検
比
較
試
験（
被

験
者
と
治
験
実
施
医
師
の
両
者
が
、共
に
そ
の
試
験
内

容
を
認
知
し
て
い
な
い
状
況
で
行
う
試
験
）に
よ
り
、比

較
的
長
期
の
試
験
を
実
施
し
、ヒ
ト
に
お
け
る
有
用
性

を
確
認
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

機
能
性
食
品
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、内
閣
府

の
戦
略
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
造
プ
ロ
グ
ラ
ム（
Ｓ
Ｉ

Ｐ
）に
も
取
り
上
げ
ら
れ
、「
次
世
代
農
林
水
産
業
創
造

技
術（
ア
グ
リ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
）」と
し
て
決
定

し
て
い
る
。

　

そ
の
目
指
す
べ
き
農
林
水
産
業
の
姿
は
、「
消
費
者

ニ
ー
ズ
の
変
化
な
ど
に
対
応
し
て
、『
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

農
林
水
産
業
経
営
者
』が
、先
端
技
術
や
情
報
を
駆
使

し
、企
業
と
連
携
し
な
が
ら
、魅
力
あ
る
商
品
を
機
動
的

に
市
場
に
提
供
す
る
産
業
で
あ
る
。

　

ま
た
、農
林
水
産
物
・
食
品
の
安
全
・
安
心
、高
品
質

と
い
っ
た
強
み
を
最
大
限
活
か
し
つ
つ
、農
地
利
用
の

主
体
を
な
す
水
田
・
畑
作
・
畜
産
の
低
コ
ス
ト
化
・
省

力
化
や
種
苗
、施
設
、栽
培
ノ
ウ
ハ
ウ
等
の
技
術
パ
ッ

ケ
ー
ジ
に
よ
る
園
芸
、養
殖
の
国
際
競
争
力
強
化
を
図

る
」と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

機
能
性
食
品
・
ト
ク
ホ
市
場
拡
大

　

食
品
に
は
、栄
養
素
と
し
て
の
働
き（
一
次
機
能
）、人

間
の
五
感
に
訴
え
る
働
き（
二
次
機
能
）の
ほ
か
に
、人

間
の
健
康
、身
体
能
力
、心
理
状
態
に
好
ま
し
い
影
響
を

与
え
る
働
き（
三
次
機
能
）が
あ
る
。

　

一
次
機
能
と
は
、最
も
基
本
的
な
栄
養
面
で
の
働
き

で
あ
り
、生
命
を
維
持
す
る
た
め
の
機
能
で
あ
る
。食
べ

物
に
含
ま
れ
る
タ
ン
パ
ク
質
や
脂
肪
、炭
水
化
物
、ビ
タ

ミ
ン
、ミ
ネ
ラ
ル
な
ど
の
栄
養
素
が
体
内
に
取
り
込
ま

れ
る
と
、骨
や
筋
肉
と
い
っ
た
体
を
つ
く
る
も
と
や
、活

動
す
る
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
も
と
に
な
る
。

　

ま
た
、二
次
機
能
と
は
、嗜
好
面
で
の
働
き
を
指
し
て

お
り
、食
品
の
色
、味
、香
り
、食
感
な
ど
で
、お
い
し
い

と
感
じ
さ
せ
る
機
能
の
こ
と
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、三
次
機
能
と
は
、生
体
調
節
面
で
の
働
き
と

い
わ
れ
て
い
る
。た
と
え
ば
、消
化
器
系
、循
環
器
系
、内

分
泌
系
、免
疫
系
、神
経
系
な
ど
の
生
理
系
統
を
調
節
し

て
、健
康
の
維
持
や
回
復
に
好
ま
し
い
効
果
を
及
ぼ
す

働
き
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

　

食
品
に
含
ま
れ
る
多
く
の
成
分
が
、単
純
な
生
命
維

持
と
い
う
だ
け
で
な
く
、病
気
の
予
防
に
深
く
関
わ
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

図２  機能性を持つ農林水産物・食品開発プロジェクトで検討されている適
量摂取することで健康増進に効果を発揮することが期待される成分

成　分 効　果

食物繊維 β-グルカン、アラビノキシラン、フコイダ
ンなど  整腸、免疫調節作用

ポリフェノール カテキン、ルチン、ケルセチン、プロシアニ
ジン、アントシアニン、イソフラボンなど

抗酸化、
動脈硬化予防

カロテノイド リコピン、β-クリプトキサンチン、アスタ
キサンチン、ルテインなど

抗酸化、脂肪肝予防、
抗疲労

アミノ酸、ペプチド アリイン、アンセリン、カルノシンなど 抗酸化、ロコモ※予防

その他 イソチオシアネート、カプサイシンなど 抗炎症、発がん予防

※ ロコモ（ロコモティブシンドローム）とは、骨や関節、筋肉などの運動器の障害により、要介護に
なる危険の高い状態をいう　　

図１　医福食農連携の概念

（厚生労働省ＨＰより）

○　医福食農連携とは、各業界の垣根を越えて、医療・福祉サイドと食料・農業サイドが戦
　　略的に連携すること。

望ましい食に
よる生活の質
の改善・向上

食
○栄養に関する理解促進
○食事（食品摂取）→健康維持
○介護食品や配食サービスの提供
○機能性食品などの供給システムの提案

農
○食の素材や漢方薬原料の生産
○農作業（身体活動）
　　→健康維持・リハビリ
○食への関心向上

「食」と「農」を基盤とした健康長寿社会の構築
【実現しようとする姿】

六次産業化の取り組みの推進など

【経験的な効果】
・農林水産業・農山漁村の癒やし効果
・農林水産物などの持つ健康への効果

・日本食と健康の因果関係についての科学的エビデンス確立の研究
・農林水産物・食品の持つ機能性に関するヒトでの科学的エビデンス
獲得の研究
・農作業が健康に及ぼす影響・効果の研究

健康チェック
結果に基づく
食の提示

農に触れる
ことによる
生活の質の
改善・向上
ニーズ

ニーズに応じた
食の素材の提供

・機能性を有する食品
　や介護食品の開発

健康チェック結果に
基づく農作業の提示

・薬用作物の産地形成
・社会福祉法人における
　農業生産の取り組み　など

医・福（介護を含む）
○健康チェック
○障害者の社会参画
○介護予防
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医療福祉と「食農」の連携でつくる社会

　

栄
養
成
分
と
は
異
な
る
働
き
と
い
う
意
味
で
、こ
う

し
た
成
分
を「
機
能
性
成
分
」「
機
能
性
食
品
因
子
」と
呼

ぶ
こ
と
が
多
い
。生
活
習
慣
病
の
発
症
リ
ス
ク
を
軽
減

す
る
た
め
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
機
能
と
い
わ
れ
る
の

が
、食
品
の
三
次
機
能
で
あ
る
。

　

三
次
機
能
を
科
学
的
に
明
ら
か
に
し
、生
体
調
節
機

能
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
設
計
・
加
工
さ
れ
た
食

品
を
、一
般
に「
機
能
性
食
品
」と
呼
び
、「
特
定
の
生
体

調
節
機
能
を
持
つ
成
分
を
増
強
し
た
食
品
で
、日
常
の

食
事
の
一
部
と
し
て
摂
取
す
る
こ
と
に
よ
り
、特
定
の

病
気
の
リ
ス
ク
を
低
減
す
る
と
期
待
さ
れ
る
」と
定
義

し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
食
品
の
三
次
機
能
に
関
す
る
研
究
の
推

進
に
伴
い
、一
九
八
八
年
旧
厚
生
省
に「
機
能
性
食
品
懇

談
会
」が
設
置
さ
れ
、機
能
性
食
品
の
制
度
化
に
対
す
る

取
り
組
み
が
開
始
さ
れ
た
。

　

そ
の
結
果
と
し
て
、九
一
年
に「
特
定
保
健
用
食
品
」

い
わ
ゆ
る「
ト
ク
ホ
」が
誕
生
し
た
。「
機
能
性
」と
い
う

言
葉
が「
特
定
保
健
用
」に
置
き
換
わ
っ
て
は
い
る
が
、

こ
の
制
度
は
そ
れ
ま
で
の「
機
能
性
食
品
」の
流
れ
の
中

で
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
間
違
い
は
な
い
。

　

特
定
保
健
用
食
品
と
し
て
許
可
を
得
る
た
め
の
条
件

は
種
々
あ
る
が
、「
生
活
習
慣
病
の
一
次
予
防
を
目
的
と

し
て
つ
く
ら
れ
た
食
品
」で
あ
り
、か
つ「
そ
の
食
品
成

分
が
、科
学
的
な
試
験
で
、健
康
に
有
用
な
機
能
性
を
持

つ
と
認
め
ら
れ
た
食
品
」の
こ
と
を
い
う
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、ヒ
ト
臨
床
試
験
デ
ー
タ
が
必
要

で
あ
る
。こ
の
制
度
が
い
わ
ゆ
る
健
康
食
品
の
業
界
に

与
え
た
影
響
は
大
き
い
。

　

そ
の
結
果
、特
定
保
健
用
食
品
で
は「
お
な
か
の
調
子

を
整
え
る
食
品
」「
血
糖
値
が
気
に
な
る
方
へ
の
食
品
」

「
血
圧
が
高
め
の
方
へ
の
食
品
」な
ど
有
効
性
の
表
示

（
健
康
強
調
表
示
：health claim

）が
許
可
さ
れ
て
き

た
。

　

た
と
え
ば「
お
な
か
の
調
子
を
整
え
る
食
品
」と
し
て

特
定
保
健
用
食
品
に
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
に
は
、オ

リ
ゴ
糖
類
、食
物
繊
維
、乳
酸
菌
な
ど
が
あ
る
。

　

ま
た「
血
圧
が
高
め
の
方
へ
の
食
品
」と
し
て
は
、酢

酸
、ブ
ナ
ハ
リ
タ
ケ
エ
キ
ス
、各
種
ペ
プ
チ
ド（
ノ
リ
ペ

ン
タ
ペ
プ
チ
ド
、ラ
ク
ト
ト
リ
ペ
プ
チ
ド
、サ
ー
デ
ン
ペ

プ
チ
ド
、か
つ
お
節
オ
リ
ゴ
ペ
プ
チ
ド
、ゴ
マ
ペ
プ
チ

ド
、ワ
カ
メ
ペ
プ
チ
ド
）、γ
‐
ア
ミ
ノ
酪
酸
、大
豆
タ
ン

パ
ク
質
、杜
仲
葉
配
糖
体
、キ
ト
サ
ン
な
ど
が
あ
り
、こ

れ
ら
を
含
む
飲
料
や
食
品
が
多
数
登
録
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、一
般
消
費
者
に
な
じ
み
深
い「
肥
満
」「
貧

血
」「
便
秘
」「
抗
酸
化
作
用
」「
免
疫
調
節
作
用
」な
ど
の

医
学
的
表
現
は
許
可
さ
れ
て
い
な
い
。

食
品
の
新
機
能
性
表
示
を
制
度
化

　

二
〇
一
三
年
に
消
費
者
庁
を
中
心
と
す
る「
食
品
の

新
た
な
機
能
性
表
示
制
度
に
関
す
る
検
討
会
」が
設
け

ら
れ
、健
康
食
品
市
場
は
大
き
な
節
目
を
迎
え
よ
う
と

し
て
い
る
。

　
「
食
品
の
新
た
な
機
能
性
表
示
制
度
に
関
す
る
検
討

会
」で
は
、消
費
者
庁
を
中
心
に
学
際
的
・
異
分
野
の
研

究
者
、消
費
者
代
表
、行
政
が
結
集
し
、規
制
改
革
実
施

計
画
に
基
づ
い
て
、企
業
な
ど
の
責
任
に
お
い
て
科
学

的
根
拠
を
基
に
機
能
性
を
表
示
で
き
る
新
た
な
方
策
に

つ
い
て
、検
討
を
行
っ
て
き
た
。

　

そ
の
結
果
、今
年
七
月
三
〇
日
に
食
品
の
新
た
な
機

能
性
表
示
制
度
に
関
す
る
検
討
会
報
告
が
と
り
ま
と
め

ら
れ
、資
料
が
公
表
さ
れ
た
。中
で
も
、四
章「
食
品
の
機

能
性
表
示
を
行
う
に
当
た
っ
て
必
要
な
科
学
的
根
拠
の

考
え
方
」が
重
要
で
あ
る
。

　

新
制
度
に
お
け
る
機
能
性
表
示
に
求
め
ら
れ
る
科
学

的
根
拠
の
水
準
は
、わ
が
国
の
消
費
者
の
意
向
、科
学
的

な
観
点
な
ど
を
十
分
に
踏
ま
え
、消
費
者
の
誤
認
を
招

く
も
の
で
は
な
く
、消
費
者
の
自
主
的
か
つ
合
理
的
な

商
品
選
択
に
資
す
る
も
の
と
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

こ
の
観
点
か
ら
、新
制
度
に
お
い
て
は
、表
示
し
よ
う

と
す
る
機
能
性
に
つ
い
て
、最
終
産
物
を
用
い
た
臨
床

試
験
の
実
施
ま
た
は
最
終
製
品
、も
し
く
は
機
能
性
関

与
成
分
に
関
す
る
研
究
レ
ビ
ュ
ー
を
企
業
な
ど
で
行
う

こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

（
１
）最
終
製
品
を
用
い
た
臨
床
研
究

　

最
終
製
品
を
用
い
た
安
全
性
お
よ
び
有
効
性
の
ヒ
ト

臨
床
試
験
を
行
い
、安
全
性
と
表
示
し
よ
う
と
す
る
機

能
性
が
実
証
さ
れ
た
製
品
に
つ
い
て
、機
能
性
表
示
が

認
め
ら
れ
る
。臨
床
試
験
の
方
法
は
、原
則
と
し
て
特
定

保
健
用
食
品
の
試
験
方
法
に
準
じ
る
こ
と
が
適
当
で
あ

る
。

　

た
だ
し
、有
効
性
試
験
に
つ
い
て
は
、二
〇
一
一
年
度

消
費
者
庁
予
算
事
業「
食
品
の
機
能
性
評
価
モ
デ
ル
事

業
」の
結
果
を
踏
ま
え
、研
究
計
画
に
つ
い
て「
Ｕ
Ｍ
Ｉ

Ｎ（
大
学
病
院
医
療
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）臨
床
試
験
登

録
シ
ス
テ
ム
」な
ど
に
事
前
登
録
が
行
わ
れ
て
い
る
こ

と（
被
験
者
一
例
目
が
登
録
さ
れ
る
前
の
登
録
を
必
須

と
す
る
）と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、結
果
に
つ
い
て
は
、そ
の
内
容
も
誰
も
が
適
切

に
評
価
で
き
る
よ
う
、国
際
的
に
コ
ン
セ
ン
サ
ス
の
得

ら
れ
た
指
針（
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
声
明
：
ラ
ン
ダ
ム
化

比
較
試
験
を
報
告
す
る
際
に
必
要
な
事
項
を
ま
と
め
た

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
）に
準
拠
し
た
形
式
で
査
読
付
き
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論
文
に
よ
り
報
告
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。

（
２
）最
終
製
品
ま
た
は
機
能
性
関
与
成
分
に
関
す
る

　
　

研
究
レ
ビ
ュ
ー

　

二
〇
一
三
年
度
消
費
者
庁
予
算
事
業「
新
た
な
機
能

性
表
示
制
度
の
検
討
に
向
け
た
消
費
者
意
向
等
に
関
す

る
調
査
事
業
」の
結
果
な
ど
を
踏
ま
え
、次
の
事
項
を
満

た
し
た
も
の
に
つ
い
て
機
能
性
表
示
を
認
め
る
こ
と
が

適
当
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

・
機
能
性
関
与
成
分
に
関
す
る
レ
ビ
ュ
ー
を
行
う
場

合
、当
該
レ
ビ
ュ
ー
に
係
る
成
分
と
最
終
製
品
の
同
等

性
が
認
め
ら
れ
る
か
考
察
を
す
る
こ
と
。

・
い
ず
れ
の
食
品
形
状
に
お
い
て
も
、Totality of 

Evidence

、つ
ま
り
肯
定
的
・
否
定
的
内
容
を
問
わ
ず
、

全
て
検
討
し
、総
合
的
な
観
点
か
ら
肯
定
的
で
あ
る
と

判
断
さ
れ
た
機
能
で
あ
る
こ
と
。

・
サ
プ
リ
メ
ン
ト
形
状
の
加
工
食
品
に
お
い
て
は
、摂

取
量
を
踏
ま
え
た
臨
床
試
験
で
肯
定
的
な
結
果
が
得
ら

れ
て
い
る
こ
と
。

・
そ
の
他
の
加
工
食
品
お
よ
び
生
鮮
食
品
に
つ
い
て

は
、摂
取
量
を
踏
ま
え
た
臨
床
試
験
ま
た
は
観
察
研
究

で
肯
定
的
な
結
果
が
得
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

・
複
数
の
機
能
性
関
与
成
分
に
つ
い
て
、そ
れ
ぞ
れ
機

能
性
を
表
示
し
よ
う
と
す
る
場
合
は
、安
全
性
お
よ
び

有
効
性
に
つ
い
て
相
互
作
用
な
ど
の
有
無
が
確
認
さ
れ

て
い
る
と
い
う
前
提
の
下
、成
分
ご
と
の
機
能
性
を
実

証
す
る
こ
と
。

成
分
の
安
全
性
研
究
も
進
む

　

さ
ら
に
、科
学
的
根
拠
レ
ベ
ル
に
関
す
る
具
体
的
要

件
は
、次
の
通
り
と
す
る
こ
と
が
適
当
と
さ
れ
た
。

・
査
読
付
き
の
学
術
論
文
な
ど
、広
く
入
手
可
能
な
文

献（
一
次
研
究
。未
公
表
論
文
に
つ
い
て
も
収
集
す
る
こ

と
が
望
ま
れ
る
）を
用
い
た
シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
・
レ

ビ
ュ
ー（
文
献
を
く
ま
な
く
調
査
し
、質
の
高
い
研
究

デ
ー
タ
を
限
り
な
く
偏
り
を
除
い
て
分
析
し
た
も
の
）を

必
須
と
し
、機
能
性
表
示
を
し
よ
う
と
す
る
機
能
性
関

与
成
分
の
機
能
に
つ
い
て
、Totality of Evidence

の

観
点
か
ら
肯
定
的
と
い
え
る
か
ど
う
か
評
価
を
行
う
こ

と
。

・
シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
・
レ
ビ
ュ
ー
の
結
果
、査
読
付

き
論
文
が
一
本
も
な
い
場
合
ま
た
は
表
示
し
よ
う
と
す

る
機
能
に
つ
い
て
、査
読
付
き
論
文
が
こ
れ
を
支
持
し

な
い
場
合
は
、機
能
性
表
示
を
行
う
た
め
の
科
学
的
根

拠
が
十
分
で
は
な
い
と
見
な
し
、機
能
性
表
示
を
認
め

な
い
こ
と
。

・
シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
・
レ
ビ
ュ
ー
に
当
た
っ
て
は
、

そ
の
結
果
の
客
観
性
・
透
明
性
を
担
保
す
る
た
め
に
検

索
条
件
や
採
択
・
不
採
択
の
文
献
情
報
な
ど
、結
果
に

至
る
プ
ロ
セ
ス
、ス
ポ
ン
サ
ー
・
共
同
ス
ポ
ン
サ
ー（
研

究
の
発
案
、運
営
お
よ
び
資
金
に
責
任
を
負
う
個
人
、会

社
、研
究
機
関
ま
た
は
団
体
）お
よ
び
利
益
相
反
に
関
す

る
情
報
、出
版
バ
イ
ア
ス
の
検
討
結
果
に
つ
い
て
、詳
細

に
公
表
す
る
こ
と
。

・
海
外
で
行
わ
れ
た
研
究
に
つ
い
て
も
レ
ビ
ュ
ー
対
象

と
な
り
得
る
が
、日
本
人
へ
の
外
挿
性
を
考
慮
す
る
こ

と
。

・
シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
・
レ
ビ
ュ
ー
に
つ
い
て
も
で
き

る
だ
け
事
前
登
録
を
行
い
、新
た
な
知
見
を
含
め
た
検

討
を
定
期
的
に
実
施
、公
表
し
て
い
く
よ
う
努
め
る
こ

と
。

　

こ
の
よ
う
に
食
品
の
機
能
性
表
示
に
つ
い
て
の
道
筋

が
明
確
と
な
っ
た
。

産
学
官
や
異
分
野
研
究
者
結
集
を

　

二
〇
〇
九
年
か
ら
ア
グ
ロ
メ
デ
ィ
カ
ル
イ
ニ
シ
ア

テ
ィ
ブ（
Ａ
Ｍ
Ｉ
）研
究
会
を
定
期
的
に
開
催
し
、健
康

増
進
の
た
め
の
機
能
性
が
科
学
的
エ
ビ
デ
ン
ス
に
よ
り

明
ら
か
と
な
り
、生
産
プ
ロ
セ
ス
か
ら
計
画
的
に
設
計

さ
れ
た
農
産
物（
ア
グ
ロ
メ
デ
ィ
カ
ル
フ
ー
ズ
）の
創
出

を
議
論
し
て
き
た
。

　
「
タ
ン
ニ
ン
類
に
着
目
し
た
リ
ン
ゴ
・
茶
の
生
体
調

節
作
用
の
医
学
的
検
証
と
高
含
有
品
種
育
成
な
ど
活
用

に
関
す
る
研
究
開
発
」や「
ケ
ル
セ
チ
ン
・
イ
ソ
フ
ラ
ボ

ン
の
生
活
習
慣
病
予
防
機
能
の
科
学
的
エ
ビ
デ
ン
ス
強

化
と
高
含
有
農
作
物
の
作
出
」な
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
農
林
水
産
省
技
術
会
議
公
募
事
業
と
し
て
も
取
り
上

げ
ら
れ
た
。わ
れ
わ
れ
は
、ケ
ル
セ
チ
ン
高
含
有
タ
マ
ネ

ギ「
ク
エ
ル
ゴ
ー
ル
ド
」を
創
出
し
、そ
の
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
対
す
る
有
効
性
を
動
物
モ
デ
ル
や

ヒ
ト
疫
学
調
査
、栄
養
調
査
、ヒ
ト
介
入
試
験
な
ど
に
よ

り
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

今
後
は
、よ
り
安
定
的
な
収
量
を
得
る
た
め
の
研
究

を
経
て
、調
理
法
に
よ
る
吸
収
の
違
い
な
ど
も
明
ら
か

に
し
な
が
ら
、市
場
に
登
場
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

食
品
の
機
能
性
に
関
わ
る
歴
史
か
ら
最
近
の
国
策
に

つ
い
て
述
べ
た
。こ
の
多
く
は
行
政
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
に
公
開
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、参
考
に
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
重
要
な
こ
と
は
、科
学
的
手
法
に

よ
り
農
林
水
産
物
・
食
品
の
機
能
性
を
証
明
す
る
こ
と

で
、ヒ
ト
臨
床
試
験
が
必
須
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て

お
き
た
い
。そ
の
た
め
に
は
産
学
官
・
異
分
野
研
究
者

の
結
集
が
重
要
で
あ
る
。
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特
集　
「
医
福
食
農
」連
携
の
時
代　

高
齢
社
会
の
新
し
い
介
護
食
品
提
供
シ
ス
テ
ム

1957年三重県生まれ。81年三重大学医学部卒業。米国シ
ンシナティ大学、三重大学第1外科、鈴鹿中央総合病院外
科、尾鷲総合病院副院長を経て、2003年より現職。日本静
脈経腸栄養学会理事長、アジア静脈経腸栄養学会理事長 。

ひがしぐち たかし

高
齢
者
の
栄
養
不
良
、栄
養
障
害
を
防
ぐ
と
同
時
に
、身
体
機
能
減
衰
の
予
防
な
ど
高

齢
化
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
や
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
介
護
食
品
を
真
剣
に
考
え
る

時
代
に
な
っ
た
。新
し
い
介
護
食
品
の
開
発
や
食
品
提
供
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け

て
農
林
水
産
省
な
ど
行
政
当
局
も
対
策
に
踏
み
出
し
た
。

東口 髙志 Takashi Higashiguchi

藤田保健衛生大学医学部外科学・緩和ケア講座 教授

 

老
後
を
危
惧
す
る
時
代
に
突
入

　

わ
が
国
の
高
齢
化
は
歴
史
上
類
を
見
な
い
速
度
で
進

行
し
て
お
り
、年
々
医
療
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
は
増

加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。そ
れ
と
と
も
に
、わ
が
国

の
年
間
死
亡
者
数
は
二
〇
一
一
年
に
は
一
二
〇
万
人
で

あ
っ
た
が
、二
五
年
後
に
は
一
七
〇
万
人
に
達
す
る
と

さ
れ
て
い
る（
図
１
）。当
然
の
こ
と
な
が
ら
、高
齢
化
に

伴
い
一
人
一
人
が
有
す
る
併
存
疾
患
数
も
増
え
、そ
れ

に
伴
っ
て
医
療
単
価
は
増
大
し
て
い
る
が
、そ
の
一
方

で
、質
の
高
い
医
療
や
福
祉
を
求
め
る
ニ
ー
ズ
が
高
ま

り
、そ
れ
に
対
応
す
る
多
く
の
人
的
資
源
を
要
す
る
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、人
口
バ
ラ
ン
ス
の
推
移
に
よ
っ
て

支
え
ら
れ
る
方
々
が
増
加
す
る
の
と
は
逆
に
、支
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
壮
年
、若
年
層
の
方
々
は
減
少
し
、医

療
や
福
祉
に
従
事
す
る
人
口
も
減
少
の
一
途
を
た
ど
ら

ざ
る
を
得
な
い
の
は
明
白
で
あ
る
。し
か
も
、医
療
施
設

数
は
年
々
減
少
し
て
お
り
、そ
の
数
は
特
に
こ
の
一
〇

年
間
で
一
〇
〇
〇
施
設
が
な
く
な
り
、お
よ
そ
八
〇
〇

〇
施
設
と
な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、こ
れ
ま
で
の
わ
が
国
の
医
療
の
発
展
と
と

も
に
、人
々
が
最
後
の
時
を
過
ご
す
場
所
が
自
宅
か
ら

医
療
施
設
へ
と
大
き
く
変
遷
し
て
い
る
。そ
れ
に
伴
い
、

わ
が
国
の
生
活
ス
タ
イ
ル
が
大
家
族
か
ら
核
家
族
へ
と

推
移
し
て
き
た
こ
と
も
あ
っ
て
、質
の
高
い
医
療
の
享

受
の
困
難
さ
だ
け
で
な
く
、人
的
資
源
が
減
少
す
る
中

で
、一
体
誰
が
高
齢
家
族
の
介
護
や
看
取
り
を
す
る
の

か
、ま
た
そ
れ
に
か
か
る
経
費
を
ど
の
よ
う
に
捻
出
す

る
の
か
な
ど
、よ
り
明
確
に
老
後
の
暮
ら
し
を
危
惧
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
に
突
入
し
て
い
る
と
言
え
る
。

　

現
在
で
も
既
に
行
き
場
の
な
い
患
者
さ
ん
が
少
な
く

な
く
、自
宅
で
の
孤
独
死
が
急
増
し
て
い
る
。こ
の
ま
ま

で
は
将
来
わ
が
国
は
、さ
ら
に
増
加
し
つ
づ
け
る
で
あ

ろ
う
患
者
さ
ん
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
る
場
所
、あ

る
い
は
人
生
を
全
う
す
る
場
所
が
存
在
し
な
く
な
る
事

態
に
陥
る
こ
と
は
確
実
だ
。

  

そ
の
対
策
と
し
て
は
、患
者
さ
ん
ひ
い
て
は
全
て
の

国
民
の
皆
さ
ん
の
栄
養
不
良
の
予
防
、あ
る
い
は
改
善

を
全
面
的
に
実
施
し
て
、入
院
さ
れ
る
際
に
も
生
き
生

き
と
、退
院
さ
れ
る
と
き
も
元
気
に
退
院
さ
れ
る
よ
う

な
医
療
の
確
立
を
目
指
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。

医
療
現
場
で
は
栄
養
管
理
体
制

　

ま
た
、同
時
に
長
期
の
治
療
が
必
要
な
方
も
、栄
養
面

で
の
不
安
な
く
地
域
の
医
療
連
携
の
支
援
を
受
け
て
、

で
き
る
限
り
過
ご
し
や
す
い
自
宅
で
療
養
で
き
る
よ
う

な
社
会
を
つ
く
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
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特集　「医福食農」連携の時代
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資料：2005年までは厚生労働省大臣官房統計情報部「人口動態統計」
　 　2006年以降は社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（2006年12月推計）」
　 　（出生中位・死亡中位）

図１　年間死亡数の推移

170万人（2036年）

年間
50万人増

　

具
体
的
に
は
、現
在
わ
が
国
で
は
栄
養
管
理
の
取
り

組
み
に
、医
師
は
じ
め
看
護
師
、薬
剤
師
、管
理
栄
養
士

な
ど
の
多
職
種
で
実
施
す
る
栄
養
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム

（N
utrition Support T

eam

：
Ｎ
Ｓ
Ｔ
）を
立
ち
上
げ
、

多
く
の
病
院
で
活
動
し
て
い
る
。こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て

急
性
期
医
療
、慢
性
期
医
療
、そ
し
て
地
域
医
療
へ
と
ス

ム
ー
ズ
な
栄
養
管
理
体
制
が
つ
く
ら
れ
つ
つ
あ
る
。こ

れ
に
加
え
て
、食
と
命
に
関
す
る
倫
理
感
の
育
成
や
、高

齢
者
の
食
力
増
進
に
よ
る
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア（
骨
格
筋
量

の
減
少
）の
予
防
な
ど
多
く
の
試
み
が
始
ま
っ
て
い
る
。

　

前
述
し
た
Ｎ
Ｓ
Ｔ
は
、欧
米
で
は
一
九
七
三
年
こ
ろ

よ
り
主
要
医
療
施
設
を
中
心
に
広
が
っ
て
い
た
が
、わ

が
国
で
は
九
八
年
、鈴
鹿
中
央
総
合
病
院（
病
床
数

五
〇
〇
）に
わ
が
国
初
の
全
科
型
Ｎ
Ｓ
Ｔ
が
構
築
さ
れ

た
こ
と
を
契
機
に
一
気
に
普
及
し
た
。

　

現
在
で
は
一
五
〇
〇
以
上
の
施
設
で
活
動
が
開
始
さ

れ
て
お
り
、数
的
に
は
世
界
一
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。

　

私
た
ち
の
講
座
で
は
こ
の
Ｎ
Ｓ
Ｔ
の
効
果
、す
な
わ

ち
栄
養
管
理
の
効
果
を
検
証
す
る
た
め
に
、独
立
行
政

法
人
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究

事
業「
わ
が
国
に
お
け
る
栄
養
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム

（N
utrition Support T

eam
: 

Ｎ
Ｓ
Ｔ
）の
活
動
状
況

と
稼
働
効
果
に
関
す
る
全
国
調
査
」を
実
施
し
た
。

　

そ
の
結
果
、適
切
な
栄
養
管
理
は
い
ず
れ
の
施
設
で

あ
っ
て
も
タ
ン
パ
ク
を
中
心
と
し
た
重
要
な
栄
養
指
標

の
改
善
や
、さ
ら
に
免
疫
能
も
有
意
な
改
善
が
得
ら
れ

る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
。ま
た
同
時
に
床
ず
れ
、呼
吸
障

害
、身
体
機
能
低
下
、摂
食
・
嚥
下
障
害
な
ど
の
改
善
も

得
ら
れ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

高
齢
者
の
栄
養
障
害
が
懸
念
材
料

　

栄
養
障
害
に
は
①
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
タ
ン
パ
ク
の
摂
取

不
良
に
起
因
す
る
慢
性
期
型
栄
養
障
害（
主
な
症
状
に

皮
下
脂
肪
の
損
失
、筋
肉
の
消
耗
、経
口
摂
取
不
可
能
な

ど
）、②
主
と
し
て
タ
ン
パ
ク
の
摂
取
障
害
や
代
謝
亢
進

に
よ
る
急
性
期
型
栄
養
障
害（
主
な
症
状
に
深
刻
な
衰

弱
や
栄
養
性
浮
腫
な
ど
）、そ
し
て
③
慢
性
栄
養
障
害
に

急
性
の
栄
養
障
害
が
併
発
し
た
混
合
型
が
あ
る
。

　

こ
の
う
ち
、①
の
慢
性
期
型
栄
養
障
害
こ
そ
が
高

齢
者
で
最
も
普
通
に
見
受
け
ら
れ
る
栄
養
不
良
で
あ

る
。高
齢
者
が
病
気
に
な
る
と
、こ
の
①
の
状
態
に
②

が
併
発
し
て
、③
と
な
る
。こ
の
よ
う
な
栄
養
障
害
は

Protein-Energy-M
alnutrition

（
Ｐ
Ｅ
Ｍ
）と
呼
ば

れ
、高
齢
者
の
医
療
に
お
け
る
死
亡
の
原
因
と
な
る 

。

し
た
が
っ
て
、高
齢
者
は
、日
頃
の
栄
養
状
態
を
い
か
に

良
好
に
保
つ
か
、そ
れ
が
、「
い
き
い
き
と
元
気
に
生
き

る
」た
め
の
鍵
と
な
る（
表
）。

　

現
在
、わ
が
国
で
は
主
に
摂
食
嚥
下
障
害
の
患
者
さ

ん
、あ
る
い
は
そ
れ
に
近
い
病
状
を
有
す
る
高
齢
者
の

方
の
食
事
と
し
て「
介
護
食
品
」が
あ
る
。

　

一
般
食
品
の
中
で
食
べ
や
す
い
、あ
る
い
は
安
全
に

食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
の
機
能
を
唯
一
有
す
る
食

品
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。こ
の
介
護
食
品
を
、先

表　高齢者の栄養学的問題点

① タンパク質・エネルギー欠乏型栄養障害（PEM）

② 潜在性栄養障害（LOM）

③ 食力の低下

④ 消化・吸収能の低下

⑤ 代謝反応・制御能の低下

⑥ 免疫能の低下：栄養素欠乏による

⑦ 創傷治癒能の低下：栄養素欠乏による

⑧ 酸素供給システムの障害：心肺機能低下・貧血による

⑨ 廃用症候群：身体機能の低下や咀嚼・嚥下機能の障害

⑩ 老人性うつ：嗜好の偏重、脱水、不眠による食欲不振
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高齢社会の新しい介護食品提供システム

に
述
べ
た
将
来
の
高
齢
化
社
会
に
お
け
る
人
々
の
幸
せ

を
担
保
し
、「
い
き
い
き
と
元
気
に
生
き
る
」た
め
の
力

強
い
味
方
と
す
る
、あ
る
意
味
で
高
齢
化
に
よ
る
種
々

の
問
題
点
に
対
す
る
大
き
な
武
器
に
で
き
な
い
か
と
い

う
見
方
が
あ
っ
て
も
し
か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
な
が
ら
、こ
れ
ま
で
高
齢
者
の
食
に
対
す
る

問
題
点
に
つ
い
て
包
括
的
に
議
論
さ
れ
た
こ
と
は
な

く
、ま
し
て
や
い
わ
ゆ
る
介
護
食
品
が
テ
ー
マ
と
し
て

議
論
に
上
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。

農
水
省
が
よ
う
や
く
介
護
食
品
対
応

　

こ
の
た
め
農
林
水
産
省
は
、「
こ
れ
か
ら
の
介
護
食
品

を
め
ぐ
る
論
点
整
理
の
会
」を
発
足
し
、二
〇
一
三
年
二

月
二
七
日
に
第
一
回
の
会
合
を
開
催
し
た
。こ
の
会
の

中
で
、介
護
食
品
は
既
に
商
品
と
し
て
販
売
さ
れ
て
い

る
も
の
や
要
介
護
者
が
食
べ
て
い
る
食
事
に
加
え
、先

に
述
べ
た
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
や
Ｐ
Ｅ
Ｍ
な
ど
に
よ
っ
て
身

体
機
能
の
低
下
を
有
す
る
方
が
、要
介
護
状
態
に
な
る

の
を
防
止
す
る
た
め
の
食
事
ま
で
含
め
る
と
、大
き
な

広
が
り
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。

　

ま
た
、現
行
の
い
わ
ゆ
る
介
護
食
品
の
市
場
規
模
が

約
一
〇
〇
〇
億
円
と
推
計
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、介

護
保
険
制
度
上
の
一
日
当
た
り
の
基
準
一
三
八
〇
円
を

基
に
、要
介
護
者
約
五
〇
〇
万
人
に
提
供
さ
れ
て
い
る

金
額
を
試
算
す
る
と
、約
二
兆
五
〇
〇
〇
億
円
に
上
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
み
て
も
、現
況
で
は
介
護
食
品
が
広
く

利
用
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。

　

そ
の
理
由
は
、以
前
よ
り
種
々
の
指
摘
が
な
さ
れ
て

い
る
。た
と
え
ば
、介
護
食
品
と
い
う
名
称
に
つ
い
て

も
、消
費
者
は
も
ち
ろ
ん
、医
療
従
事
者
で
あ
っ
て
も
明

確
な
イ
メ
ー
ジ
が
湧
か
ず
、せ
っ
か
く
優
れ
た
商
品
が

開
発
さ
れ
て
も
、介
護
者
や
被
介
護
者
は
そ
の
恩
恵
に

あ
ず
か
れ
な
い（
図
２
）。も
ち
ろ
ん
、情
報
提
供
の
シ
ス

テ
ム
も
不
十
分
で
あ
り
、介
護
食
品
は
ど
の
よ
う
な
人

の
た
め
の
食
品
で
、ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
の
か
、明

確
に
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
。

　

ま
た
、現
在
は
主
と
し
て
摂
食
・
嚥
下
障
害
の
患
者

さ
ん
を
対
象
と
し
た
食
品
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
お

り
、歯
ぐ
き
や
舌
で
つ
ぶ
す
こ
と
が
可
能
な
軟
ら
か
い

食
品
で
あ
っ
た
り
、飲
み
込
み
や
す
さ
を
考
慮
し
て
と

ろ
み
を
つ
け
た
食
品
な
ど
が
販
売
さ
れ
て
い
る（
図
３
）。

　

し
か
し
、高
齢
社
会
で
は
摂
食
・
嚥
下
障
害
だ
け
で

な
く
、先
に
述
べ
た
よ
う
に
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
や
Ｐ
Ｅ
Ｍ

な
ど
に
よ
る
全
身
の
筋
力
や
活
力
の
低
下
予
防
・
改
善
、

さ
ら
に
は
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
に
つ
い
て
も
、食
に
求

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

ま
た
、嚥
下
障
害
者
用
食
品
に
つ
い
て
は
誤
嚥
し
な

い
よ
う
な
配
慮
、す
な
わ
ち
粘
調
度
な
ど
で
代
表
さ
れ

る
食
材
の
形
状
を
飲
み
込
み
や
す
く
変
化
さ
せ
、同
時

に
食
物
か
ら
大
量
の
水
分
が
遊
離
し
な
い
よ
う
に
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
し
た
、安
全
か
つ
見
た
目
も
美
し
く
、お
い
し

い
嚥
下
食
品
が
必
要
で
あ
る
。

 

新
し
い
介
護
食
品
の
定
義
が
必
要

　

最
近
で
は
、酵
素
反
応
を
利
用
し
て
食
材
の
外
見
や

栄
養
価
な
ど
を
損
な
わ
ず
に
、口
の
中
で
溶
け
て
適
切

な
粘
調
度
に
変
化
す
る
摂
食
回
復
支
援
食
な
る
次
世
代

的
食
品
も
登
場
し
た
。こ
の
よ
う
に
高
齢
化
と
い
う
社

会
的
な
変
化
の
流
れ
に
応
じ
た
新
し
い
食
の「
か
た
ち
」

が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

し
た
が
っ
て
、も
う
一
度
、社
会
の
状
況
と
ニ
ー
ズ
に

適
合
し
た「
新
し
い
介
護
食
品
」の
定
義
を
見
直
し
、そ

れ
に
応
じ
た
新
た
な
名
称
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、実
際
に
安
全
で
有

効
性
の
高
い
食
品
づ
く
り
の
推
進
や
、こ
の「
新
し
い
介

護
食
品
」を
求
め
る
高
齢
の
介
護
者
や
被
介
護
者
が
、そ

の
内
容
を
理
解
で
き
、そ
の
価
値
を
認
識
で
き
る
も
の

で
な
い
と
い
け
な
い
。

　

ま
た
、「
新
し
い
介
護
食
品
」を
提
供
す
る
側
の
努
力

も
必
要
で
あ
り
、各
自
宅
へ
の
宅
配
サ
ー
ビ
ス
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、販
売
ス
タ
ッ
フ
の
教
育
を
行
い
、地
域
の

人
と
食
と
を
結
ぶ
食
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
業
務
を
担

う
な
ど
、提
供
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
必
要
だ
。そ
し
て
そ

れ
ら
を
含
め
た
大
き
な
変
革
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
必

要
で
あ
る
、と
思
わ
れ
る
。

　

こ
う
し
た「
新
し
い
介
護
食
品
」と
そ
の
提
供
シ
ス
テ

ム
な
ど
の
創
設
は
、高
齢
者
な
ど
の
身
体
機
能
の
維
持

向
上
に
つ
な
が
り
、ひ
い
て
は
医
療
費
の
削
減
に
も
資

す
る
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
。

　

こ
の「
こ
れ
か
ら
の
介
護
食
品
を
め
ぐ
る
論
点
整
理

の
会
」で
の
討
議
を
経
て
、二
〇
一
三
年
一
〇
月
一
日
、

「
第
一
回
介
護
食
品
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
会
議
」が

開
催
さ
れ
、現
在
に
至
っ
て
い
る
。こ
の
会
議
で
は
、既

に
こ
れ
ま
で
の
介
護
食
品
と
は
異
な
り
、摂
食
・
嚥
下

障
害
の
み
を
意
識
し
た
も
の
で
は
な
く
、サ
ル
コ
ペ
ニ

ア
や
Ｐ
Ｅ
Ｎ
な
ど
の
栄
養
不
良
に
伴
う
身
体
機
能
の
減

衰
や
骨
粗
し
ょ
う
症
な
ど
を
予
防
す
る
観
点
も
加
え

て
、「
新
し
い
介
護
食
品
」の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
設
定
し
て

お
り
、今
年
一
一
月
一
一
日
の「
介
護
の
日
」に
、そ
の
全

貌
を
公
に
す
る
準
備
を
着
々
と
進
め
て
い
る
。

減
衰
予
防
の
介
護
食
品
開
発
も

　

本
稿
で
は
、わ
が
国
が
直
面
し
て
い
る
高
齢
化
社
会
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特集　「医福食農」連携の時代

の
問
題
点
を
、高
齢
化
に
伴
う
栄
養
不
良
の
立
場
か
ら

ご
理
解
を
い
た
だ
き
、そ
の
対
策
と
し
て
介
護
食
品
の

見
直
し
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。

　

そ
し
て
、介
護
食
品
の
最
前
線
と
し
て
、こ
れ
ま
で
の

摂
食
・
嚥
下
障
害
の
み
を
意
識
し
た
介
護
食
品
か
ら
、

サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
や
骨
粗
し
ょ
う
症
な
ど
に
よ
る
身
体
機

能
の
減
衰
を
予
防
す
る
観
点
を
加
え
た「
新
し
い
介
護

食
品
」の
開
発
に
つ
い
て
説
明
を
加
え
た
。来
る
一
一
月

一
一
日
の「
介
護
の
日
」に
は
、一
〇
〇
〇
件
以
上
の
応

募
か
ら
選
ば
れ
た「
新
し
い
介
護
食
品
」の
新
た
な
名

称
、あ
る
い
は
愛
称
が
公
表
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ

う
。

　

ぜ
ひ
と
も
国
民
の
全
て
の
皆
さ
ん
が
満
足
さ
れ
る
素

晴
ら
し
い
名
前
が
登
場
し
、そ
れ
に
見
合
う
有
効
性
が

高
く
お
い
し
い「
新
介
護
食
品
」が
お
目
見
え
す
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
。
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図2　介護食品の現状

図3　介護食品における規格や表示の現状

○ 介護食品は、用途が広く、種類もさまざまである。また、介護という名のついた商品がないことから、介護食品の定義は曖昧である。

○ 介護食品の主な小売の状況は、「ユニバーサルデザインフード」「あいーと」「やわらか百菜」として販売されている。これらは、固さや状態
等により、ユニバーサルデザインフードは４段階、あいーとは１段階、やわらか百菜は４段階に区分されており、安全面にも配慮された商
品の開発が進められている。

○介護食品に関する統一的な規格基準がないため、企業によって呼称が異なる。

■現状 ■介護食品の種類

資料：農林水産省食料産業局「介護食品をめぐる事情について（2013年2月）」

資料：農林水産省食料産業局「介護食品をめぐる事情について（2013年2月）」

一般に介護食品といわれるものは、
①用途が広い
　 要介護者（高齢者に限らず脳卒中など嚥下障害のある者など）か
らアクティブシニア（元気な高齢者）まで利用者は幅広い

②種類が多い
　 やわらか食品、とろみ調整食品、濃厚流動食など、種類はさまざ
ま

③介護という名のついた商品がない
　 はつらつ食品、いきいき食品など、あえて利用者に抵抗のある介
護というネーミングを商品に利用していない

などから、定義が曖昧である。

■事例１
【日本介護食品協議会】
設立：2002年４月、任意団体（会員53社）
事業内容：介護食品の普及
　介護食品の自主規格の策定と運用等＝ユニバーサルデザインフード

ユニバーサルデザインフード（ＵＤＦ）
　日常の食事から介護食まで幅広く利用できる食べやすさに配慮した食
品で、当協議会が制定した「かたさ」 、「粘度」の規格に適合する商品
≪区分≫
　区分１…容易にかめる　区分２…歯ぐきでつぶせる
　区分３…舌でつぶせる　区分４…かまなくてよい
≪表示例≫

■事例２ ■事例３

【やわらか食品】
・咀嚼、嚥下困難者向けに通常の食事を軟らかめに加工した食品
　例：おかゆ、煮物、煮魚など
【とろみ調整食品】
・ 飲み物や料理に混ぜて、とろみをつけることで、飲み込みやすく
するための補助食品。とろみをつける粉末

【総合栄養食品（いわゆる濃厚流動食）】
・ 少量でエネルギー、タンパク質、ビタミン、ミネラルなどがバラ
ンスよく摂取できる食品

【水分補給ゼリー】
・液体では飲み込みが不安な方向けのゼリー状飲料
【飲料】
・ 水分補給の他に、ビタミンやミネラル、タンパク質などを一緒に
補給できる飲料
　例：OS-１、ポカリスエットなど……他

※企業等からの聞き取りによる

※企業等からの聞き取りによる

介護食品の定義づけが必要

まずは･･･

【イーエヌ大塚製薬株式会社】
設立：2002年３月
　 　大塚製薬のグループ会社
事 業内容：経腸栄養剤、医療食、高齢者用食品、各種病
者用食品等の研究・開発、製造、販売および輸出入

あいーと（語源はⅠeat）
　形・色・味、さらには栄養素まで通常の食事とは変わ
らないままで、舌でくずせる軟らかさに仕上げた商品
≪区分≫
　舌で崩せる軟らかさ
　　…軟らかくても素材
　　　本来の形を維持
≪表示例≫
　あいーと
摂食回復支援食

【旭松食品株式会社】
設立：1950年12月
事 業内容：凍豆腐、即席みそ汁、味付
け油あげ、介護食（カットグルメ）
等の製造および販売

やわらか百菜
　小さくきざんで軟らかく煮込み、
１食ごとにパッケージした調理済み
の冷凍きざみ食
≪区分≫
　やわらか常食
　きざみ食…粒々が残っている状態
　ミキサー食…ペースト状
　とろみ食…トロリとしたペースト状
≪表示例≫
　特になし
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特
集　
「
医
福
食
農
」連
携
の
時
代　

奈
良
県
は
世
界
の「
漢
方
の
メ
ッ
カ
」を
目
指
す

　

　
2012年12月に、慶應義塾大学 渡辺賢治教授を県漢方推
進顧問および県立医科大学客員教授（現在は特任教授）と
して迎え立ち上げる。産業・雇用振興部、医療政策部、農林
部、県立医科大学などと漢方を総合的に推進している。

「
未
病
を
治
す
」と
い
う
予
防
医
学
が
再
認
識
さ
れ
る
中
で
、漢
方
が
世
界
的
に
注
目

さ
れ
て
い
る
。漢
方
・
生
薬
製
剤
の
生
産
割
合
が
全
国
比
で
高
い
奈
良
県
は
、「
漢
方

の
メ
ッ
カ
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」を
立
ち
上
げ
、薬
草
の
生
産
振
興
や
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
創
出
な
ど
に
取
り
組
み
、世
界
の「
漢
方
の
メ
ッ
カ
」を
目
指
す
。

奈良県漢方のメッカ推進
プロジェクトチーム

生
薬
確
保
で
輸
入
リ
ス
ク
対
応

　

超
高
齢
社
会
に
な
る
と
、病
院
通
い
や
投
薬
治
療
が

増
え
ま
す
が
、一
方
で
、医
療
費
の
削
減
の
観
点
か
ら
、

予
防
医
学
が
次
第
に
重
要
な
意
味
合
い
を
持
つ
よ
う
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。そ
の
一
つ
と
し
て
漢
方
が
今
、注

目
を
集
め
て
い
ま
す
が
、天
然
物
で
あ
る
漢
方
生
薬
の

確
保
・
安
定
供
給
は
、わ
が
国
に
と
っ
て
昔
か
ら
重
要

な
課
題
で
す
。

　

現
在
、国
内
で
主
に
使
用
さ
れ
て
い
る
漢
方
生
薬（
二

四
八
品
目
）は
、そ
の
使
用
量
の
八
割
以
上
を
中
国
か
ら

の
輸
入
に
頼
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、中
国
が
環
境
保
全
な
ど
を
理
由
と
し
て
カ

ン
ゾ
ウ
な
ど
一
部
の
薬
草
の
輸
出
制
限
な
ど
を
行
っ
て

い
る
こ
と
も
あ
り
、結
果
的
に
、中
国
か
ら
の
原
料
生
薬

輸
入
価
格
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、日
本
漢
方
生
薬
製
剤
協
会
の
調
査
に
よ

る
と
、生
薬
輸
入
価
格
は
、二
〇
〇
六
年
を
一
〇
〇
と
し

た
場
合
、〇
八
年
で
一
二
六
、一
〇
年
で
一
六
四
と
上
昇

し
て
お
り
、こ
う
し
た
こ
と
に
ど
う
対
応
す
る
か
が
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、国
に
お
い
て
は
、漢
方
生
薬
の
国
内
自
給
率

を
上
げ
る
た
め
、産
地
化
支
援
、加
工
・
流
通
の
高
度
化

な
ど
薬
草
生
産
支
援
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

生
薬
と
の
関
わ
り
深
い
奈
良
県

　

奈
良
県
と
生
薬
の
関
わ
り
は
深
く
、日
本
書
紀
に
は
、

西
暦
六
一
一
年
に
推
古
天
皇
が
現
在
の
宇う

陀だ

地
方
で
陰

暦
五
月
五
日
に
、山
野
で
薬
草
や
鹿
の
若
角
を
と
る
古

来
の
行
事
で
あ
る
薬く

す
り
が
り猟を
さ
れ
た
と
い
う
記
述
が
あ
り

ま
す
。

　

東
大
寺
正
倉
院
の
御
物
の
中
に
は
二
一
の
漆う
る
し
ひ
つ櫃に
納

め
ら
れ
た
六
〇
種
の
生
薬
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、他
の
多

く
の
寺
院
も
薬
と
深
い
関
係
を
持
ち
、そ
れ
ぞ
れ
秘
伝

の
処
方
に
よ
る
薬
を
施
す
こ
と
で
、民
衆
を
病
か
ら
救

済
し
よ
う
と
し
ま
し
た
。唐
招
提
寺
の
鑑
真
和
尚
が
伝

え
た「
奇
効
丸
」、東
大
寺
に
伝
え
ら
れ
た「
奇
応
丸
」、西

大
寺
の「
豊
心
丹
」な
ど
が
有
名
で
、こ
の
た
め
、薬
草
の

栽
培
や
輸
入
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

平
安
時
代
の
延え

ん

喜ぎ

式し
き

と
い
う
書
物
に
は
、全
国
各
地

か
ら
朝
廷
に
薬
草
が
貢
進
さ
れ
た
記
述
が
あ
り
、奈
良

か
ら
も
キ
キ
ョ
ウ
や
シ
ャ
ク
ヤ
ク
な
ど
三
八
種
が
記
さ

れ
て
い
ま
す
。こ
の
寺
院
の
施
薬
と
い
う
行
為
が
民
間

に
も
伝
わ
っ
て
、大
和
売
薬
の
基
礎
と
な
り
、そ
の
後
も

薬
草
の
栽
培
が
盛
ん
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
に
は
薬
草
に
強
い
関
心
を
持
っ
た
幕
府
が
、

各
地
に
採
薬
使
を
派
遣
し
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。宇
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図　 「漢方のメッカ推進プロジェクト」の取り組みの構成

薬剤師向け研修会

シンポジウムなどの開催

ステージ４
漢方の普及

薬効の研究

漢方外来

ステージ３
漢方薬などの研究・臨床

漢方派生品などの製品化
 (例：トウキ葉の活用)

生薬原料のニーズ調査

ステージ２
漢方薬などの製造

生薬のブランド化

薬草栽培研究
栽培人材確保

ステージ１
生薬の供給拡大

陀
松
山
の
森
野
藤
助
は
、採
薬
行
の
あ
と
幕
府
か
ら
薬

草
六
種
を
拝
領
し
て
、み
ず
か
ら
採
取
し
た
薬
草
と
と

も
に
栽
培
を
始
め
、森
野
旧
薬
園
と
し
た
も
の
が
現
在

も
最
古
の
薬
草
園
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、奈
良
の
土
壌
や
気
候
に
適
し
て
い
る
薬
草
と

し
て
、品
質
の
よ
い
ト
ウ
キ
、シ
ャ
ク
ヤ
ク
、ジ
オ
ウ
な

ど
が
採
れ
た
こ
と
か
ら
、「
大や

ま
と
も
の
和
物
」と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。そ
れ
ら
は
生
薬
の
専
門
家
の
間
で
珍
重
さ
れ
、主

に
、奈
良
県
南
部
・
東
部
の
中
山
間
地
域
を
中
心
に
、農

家
の
貴
重
な
換
金
作
物
と
し
て
生
産
さ
れ
、地
元
の
薬

種
問
屋
の
指
導
を
受
け
、取
り
引
き
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
歴
史
も
あ
り
、国
内
の
医
薬
品
全
体
の
生

産
金
額
は
約
七
兆
円
で
、そ
の
う
ち
漢
方
製
剤
が
占
め

る
割
合
は
二
・
一
％
と
わ
ず
か
で
す
が
、奈
良
県
で
は
同

五
二
〇
億
円
の
う
ち
漢
方
製
剤
の
占
め
る
割
合
は
七
・

九
％
と
、全
国
と
比
較
し
て
高
い
生
産
水
準
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

栽
培
さ
れ
て
い
る
品
目
と
し
て
は
、大
和
物
で
あ
る

ト
ウ
キ
、シ
ャ
ク
ヤ
ク
、ジ
オ
ウ
の
他
、ミ
シ
マ
サ
イ
コ

や
キ
ハ
ダ
、ナ
ン
テ
ン
、サ
ン
シ
ョ
ウ
な
ど
で
す
。現
在

は
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、中
国
の
輸
出
制
限
で
日
本

が
中
国
か
ら
輸
入
す
る
価
格
は
上
昇
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
ま
す
が
、以
前
は
、安
価
な
中
国
産
の
流
入
の
あ
お

り
を
受
け
た
価
格
低
迷
な
ど
に
よ
る
採
算
の
悪
化
の
た

め
、生
産
者
、栽
培
面
積
、生
産
量
、栽
培
品
目
と
も
に
減

少
し
て
い
ま
し
た
。

漢
方
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
立
ち
上
げ

　

し
か
し
な
が
ら
漢
方
は
、医
療
、食
品
、農
業
な
ど
に

も
深
く
関
係
す
る
裾
野
の
広
い
産
業
分
野
で
す
。　

　

奈
良
県
に
は
、前
述
の
と
お
り
他
府
県
に
は
な
い
特

徴
が
あ
り
、漢
方
の
産
業
化
を
進
め
る
こ
と
は
、奈
良
県

の
強
み
を
生
か
し
て
県
全
体
の
産
業
の
活
性
化
を
図
る

こ
と
が
で
き
る
と
判
断
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
薬
草
の
生
産
、漢
方
関
連
製
品
の
製
造

販
売
に
関
す
る
振
興
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、新
た
な
商

品
・
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
の
創
出
も
視
野
に
入
れ
二
〇
一

二
年
一
二
月
に「
漢
方
の
メ
ッ
カ
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
立
ち
上
げ
ま
し
た（
図
）。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、図
に
示
す
四
つ
の
ス
テ
ー
ジ

ご
と
に
課
題
を
設
定
し
、同
時
並
行
的
に
取
り
組
み
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。以
下
、ス
テ
ー
ジ
ご
と
の
課
題
と

取
り
組
み
を
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

　

薬
草
の
慣
行
栽
培
法
は
、労
力
が
掛
か
る
上
に
生
産

が
不
安
定
で
あ
り
、収
益
性
が
低
い
た
め
、薬
草
だ
け
で

は
農
業
経
営
と
し
て
成
り
立
た
な
い
状
況
で
す
。一
方

で
、近
年
、耕
作
放
棄
地
の
解
消
や
地
域
活
性
化
な
ど
を

目
指
し
て
、県
内
各
地
で
新
し
く
薬
草
を
栽
培
し
た
い

と
い
う
希
望
が
あ
り
ま
す
が
、従
来
か
ら
あ
る
種
苗
の

入
手
ル
ー
ト
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、新
規
の
参
入
が

難
し
い
状
況
で
す
。

第
一
段
階
は
生
薬
の
供
給
拡
大

　

そ
こ
で
、こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
べ
く
ス
テ
ー
ジ

１
と
し
て
次
の
四
つ
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、薬
草
の
安
定
供
給
に
係
る
研
究
の
高
度

化
で
す
。二
〇
一
四
年
四
月
、農
業
研
究
の
高
度
化
を
積

極
的
に
進
め
、オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
研
究
開
発
を
目
指
し

た
農
業
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
に
、漢
方
の
研
究
拠
点
と

し
て
、果
樹
・
薬
草
研
究
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、薬
草
科

を
新
設
し
ま
し
た
。

　

現
在
、補
血
薬
と
し
て
血
流
を
よ
く
す
る
ト
ウ
キ
を

中
心
と
し
て
、ゲ
ノ
ム
育
種
な
ど
に
よ
る
優
良
品
種
の

育
成
や
省
力
・
安
定
生
産
多
収
技
術
の
開
発
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。ゲ
ノ
ム
育
種
な
ど
に
よ
る
優
良
品
種
の

育
成
と
し
て
は
、県
内
の
在
来
系
統
の
中
で
抽ち

ゅ
う
だ
い苔（
と
う
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奈良県は世界の「漢方のメッカ」を目指す

立
ち
）し
に
く
い
系
統
を
選
抜
し
て
き
た
ト
ウ
キ
を
、

一
四
年
度
か
ら
は
、大
苗
で
抽
苔
し
に
く
い
優
良
品
種

を
育
成
す
る
た
め
、抽
苔
に
関
す
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
マ
ー
カ
ー

を
開
発
し
、こ
れ
を
用
い
た
優
良
品
種
の
選
抜
に
向
け

た
研
究
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

次
に
、安
全
・
安
心
で
安
定
多
収
技
術
の
開
発
・
確
立

の
た
め
に
、取
り
組
ん
で
い
る
も
の
の
一
部
を
ご
紹
介

し
ま
し
ょ
う
。

①
ベ
ッ
ド
育
苗
の
検
証

　

ト
ウ
キ
に
つ
い
て
山
土
利
用
の
ベ
ッ
ド
育
苗
方
法
を

開
発
し
、育
苗
面
積
を
従
来
の
十
分
の
一
に
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、ト
ウ
キ
の
育
苗
期
間
は
通
常
一
年
で
す
が
、加

温
ハ
ウ
ス
で
育
苗
す
れ
ば
、三
〜
四
カ
月
程
度
に
短
縮

で
き
、秋
に
採
種
し
た
種
子
を
す
ぐ
に
播
種
す
れ
ば
、来

春
に
苗
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、ベ
ッ
ド
育
苗
技
術
を
生
産
現
場
で
実
証

す
る
と
と
も
に
、ト
ウ
キ
以
外
の
品
目
に
も
適
用
で
き

る
か
研
究
し
て
い
ま
す
。

②
効
率
的
な
採
種
・
増
殖
・
保
存
技
術
の
開
発

　

採
種
時
期
や
採
種
・
保
存
方
法
に
よ
り
発
芽
率
に
差

が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、種
苗
供
給
の
原
点
で
あ
る
採
種
の
効
率
化

を
図
る
と
と
も
に
、発
芽
率
の
高
い
種
子
を
確
保
し
、適

切
に
保
存
す
る
た
め
の
技
術
を
開
発
し
て
い
ま
す
。

③ 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
科
学
的
分
析
に
よ
る
栽
培
方
法

の
標
準
化

　

一
三
年
度
は
、県
内
三
カ
所
の
ト
ウ
キ
栽
培
ほ
場
に

お
い
て
、気
候
や
土
壌
と
い
っ
た
環
境
条
件
や
栽
培
管

理
、発
育
な
ど
を
記
録
し
、分
析
し
ま
し
た
。

　

一
四
年
度
は
、農
業
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

ト
ウ
キ
と
サ
イ
コ
を
対
象
に
施
肥
条
件
の
異
な
る
処
理

区
を
設
置
し
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
記
録
、分
析
を
行

い
、施
肥
技
術
な
ど
に
よ
る
収
量
向
上
に
向
け
た
研
究

を
行
っ
て
い
ま
す
。

④
農
薬
登
録
試
験
の
実
施

　

薬
草
は
、登
録
農
薬
が
少
な
い
た
め
、除
草
や
病
害
虫

防
除
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、こ
れ
を
解
決
す
る
た
め
、

農
薬
の
適
用
拡
大
登
録
を
進
め
て
い
ま
す
。た
と
え
ば
、

ト
ウ
キ
に
と
っ
て
害
虫
の
キ
ア
ゲ
ハ
の
幼
虫
に
効
果
の

あ
る
殺
虫
剤
に
つ
い
て
、他
県
と
協
力
し
て
農
薬
登
録

に
必
要
な
デ
ー
タ
を
収
集
し
て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
の
取
り
組
み
と
し
て
農
業
法
人
な
ど
に
お
け

る
薬
草
栽
培
の
検
証
を
し
て
い
ま
す
。

　

一
一
年
度
か
ら
、現
地
実
証
ほ
場
の
設
置
や
栽
培
講

習
会
、加
工
品
の
試
作
な
ど
、薬
草
の
生
産
振
興
を
図
る

市
町
村
に
対
し
て
助
成
す
る
と
と
も
に
、普
及
指
導
員

に
よ
る
栽
培
技
術
な
ど
の
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

一
三
年
度
ま
で
に
、五
條
市
、明
日
香
村
、黒
滝
村（
以

上
ト
ウ
キ
）、下
北
山
村（
ジ
オ
ウ
）、十
津
川
村（
ト
ウ

キ
、サ
イ
コ
）、下
市
町（
シ
ャ
ク
ヤ
ク
）の
六
市
町
村
が

取
り
組
み
ま
し
た
。

　

一
四
年
度
は
、葛
城
市（
ト
ウ
キ
、シ
ャ
ク
ヤ
ク
）、明

日
香
村（
サ
イ
コ
、シ
ャ
ク
ヤ
ク
）、高
取
町（
ト
ウ
キ
）、

下
市
町（
シ
ャ
ク
ヤ
ク
）の
四
市
町
村
が
、農
業
研
究
開

発
セ
ン
タ
ー
で
開
発
さ
れ
た
技
術
の
導
入
や
高
品
質
安

定
生
産
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
は
、 

農
業
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
の
研
究
成
果
を

踏
ま
え
、薬
草
栽
培
に
熱
心
に
取
り
組
む
農
業
生
産
法

人
な
ど
を
対
象
に
経
営
分
析
を
行
い
、こ
の
結
果
に
基

づ
き
、一
七
年
度
を
目
途
に
、ト
ウ
キ
栽
培
に
お
い
て
経

営
的
に
継
続
で
き
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
つ
い
て
検
証

し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

三
つ
目
は
、種
苗
供
給
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
構
築

で
す
。薬
草
を
生
産
す
る
上
で
最
大
の
課
題
で
あ
る
、優

良
種
苗
の
生
産
・
供
給
体
制
の
構
築
に
向
け
、薬
草
の

種
苗
生
産
に
関
心
の
高
い
民
間
企
業
と
と
も
に
、そ
の

実
現
に
向
け
検
討
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

最
後
の
取
り
組
み
は
、薬
草
生
産
に
関
わ
る
人
材
確

保
で
す
。良
質
な
薬
草
を
栽
培
す
る
技
術
を
習
得
す
る

と
と
も
に
、栽
培
指
導
が
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
こ

と
で
、薬
草
栽
培
者
の
後
継
者
育
成
を
目
指
し
、薬
草
栽

培
技
術
を
持
つ
県
内
業
者
三
人
に
講
師
を
依
頼
し
ま
し

た
。一
三
年
度
は
、各
講
師
の
ほ
場（
桜
井
市
、宇
陀
市
、

下
市
町
）に
お
い
て
、大
和
物
を
中
心
に
、栽
培
法
の
実

地
研
修
を
計
一
〇
回
開
催
し
、延
べ
八
○
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、各
受
講
生
の
ほ
場（
六
カ
所
）に
講
師
が

出
向
き
、実
際
に
栽
培
す
る
薬
草
に
つ
い
て
栽
培
指
導

を
し
、ま
た
、次
世
代
へ
の
継
承
と
い
う
面
か
ら
農
業
系

の
高
等
学
校
と
連
携
し
、授
業
で
も
薬
草
を
取
り
上
げ

て
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

農
業
と
製
造
業
の
マ
ッ
チ
ン
グ
も

　

ス
テ
ー
ジ
２
で
は
、製
造
企
業
の
生
薬
原
料
の
ニ
ー

ズ
調
査
を
実
施
し
、農
業
者
と
製
造
企
業
と
の
マ
ッ
チ

ン
グ
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

薬
草
を
軸
と
し
て
産
業
振
興
を
目
指
す
場
合
、製
造

企
業
が
求
め
る
薬
草
や
生
薬
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、市
場

が
な
い
薬
草
の
流
通
や
使
用
の
安
定
化
を
図
る
こ
と
が

必
要
で
す
。ま
た
、医
薬
品
だ
け
で
な
く
付
加
価
値
の
高

い
商
品
を
開
発
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
た
め

で
す
。
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特集　「医福食農」連携の時代

　

製
品
開
発
の
支
援
と
し
て
は
、県
産
生
薬
の
使
用
量

を
伸
ば
す
た
め
、地
産
地
消
の
観
点
か
ら
薬
事
研
究
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、新
た
な
製
品
を
県
内
企
業
と
共
同

開
発
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
に
、化
粧
品
で
あ
る「
な

ら
こ
す
め
」が
製
品
化
さ
れ
発
売
さ
れ
て
お
り
、さ
ら
に

黄
柏
石
け
ん（
化
粧
品
）や
橘
美
容
液（
医
薬
部
外
品
）な

ど
も
開
発
中
で
す
。

　

食
品
の
製
品
開
発
に
つ
い
て
は
、た
と
え
ば
産
業
振

興
総
合
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
ト
ウ
キ
の
葉
を
食
材
と
し

て
利
用
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
マ
ス
キ
ン
グ
な
ど
の

加
工
技
術
や
、レ
シ
ピ
開
発
な
ど
の
研
究
を
行
っ
て
い

ま
す
。

大
学
で
漢
方
講
座
や
医
療
人
育
成

　

ス
テ
ー
ジ
３
で
は
、ト
ウ
キ（
根
、葉
）の
含
有
成
分
調

査
と
漢
方
医
学
薬
学
に
関
す
る
教
育･

研
究･

診
療
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

漢
方
専
門
医
は
、医
師
全
体
の
約
一
％
に
過
ぎ
ま
せ

ん
が
、医
師
の
約
九
〇
％
が
何
ら
か
の
目
的
で
漢
方
製

剤
を
処
方
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。一
方
、漢
方

薬
は
多
く
の
成
分
を
含
み
ま
す
が
、個
々
の
成
分
の
体

内
挙
動
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
ら
ず
、効
果
の
エ
ビ
デ

ン
ス
が
必
ず
し
も
確
立
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

　

ト
ウ
キ（
根
、葉
）の
含
有
成
分
調
査
で
は
、中
国
産
な

ど
と
の
優
位
性
を
確
立
し
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
る
こ
と

で
、使
用
拡
大
に
つ
な
げ
る
た
め
、薬
事
研
究
セ
ン
タ
ー

で
成
分
研
究
や
薬
効
研
究
を
始
め
て
い
ま
す
。今
後
、大

学
な
ど
の
共
同
研
究
者
と
の
連
携
の
下
で
進
め
て
行
く

予
定
で
す
。

　

漢
方
医
学
薬
学
に
関
す
る
教
育･

研
究･

診
療
と
し

て
は
、今
年
三
月
、奈
良
県
立
医
科
大
学
に
大
和
漢
方
医

学
薬
学
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、新
た
に
京
都
府
立
医
科

大
学
附
属
病
院
の
三
谷
和
男
先
生
を
特
任
教
授
と
し
て

迎
え
、漢
方
外
来（
当
面
は
院
内
紹
介
）を
開
設
し
ま
し
た
。

　

学
生
に
対
す
る
漢
方
講
座
の
実
施
、医
療
人
の
育
成

な
ど
に
つ
い
て
も
取
り
組
ん
で
お
り
、漢
方
に
詳
し
い

医
師
を
養
成
し
て
い
き
ま
す
。西
洋
医
学
と
東
洋
医
学

と
の
統
合
医
療
に
よ
り
、日
本
の
医
療
の
向
上
を
図
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ス
テ
ー
ジ
４
で
は
、研
修
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開

催
や
広
報
を
強
化
す
る
こ
と
で
周
知
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

漢
方
薬
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
る
と
、「
知
っ
て

い
る
け
れ
ど
分
か
り
に
く
い
」と
言
う
回
答
が
多
く
寄

せ
ら
れ
ま
す
。こ
の
た
め
、漢
方
薬
を
提
供
す
る
側
も
使

用
す
る
側
も
漢
方
薬
を
よ
く
学
び
・
知
る
機
会
を
設
け

る
こ
と
が
、適
正
な
使
用
拡
大
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら

れ
る
か
ら
で
す
。

　

た
と
え
ば
、薬
剤
師
向
け
の
研
修
会
を
、近
畿
大
学
東

洋
医
学
研
究
所
の
森
山
健
三
准
教
授
を
講
師
に
迎
え
、

年
六
回
開
催
し
て
い
ま
す
。毎
回
一
〇
〇
人
強
の
薬
剤

師
の
方
々
に
研
修
を
受
け
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、県
民
を
対
象
と
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
、奈
良

県
立
医
科
大
学
と
の
共
催
で
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
要
望
の
多
か
っ
た
糖
尿
病
を
取
り
上
げ
、「
糖
尿

病
と
漢
方
」と
い
う
テ
ー
マ
で
、一
一
月
一
日
に
開
催
。

統
合
医
療
の
必
要
性
を
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
に
な
り

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
多
く
の
方
々
に
漢
方
を
知
る
機
会
を
提
供
す

る
た
め
、県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に「
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
漢
方
ペ
ー

ジ
」を
開
設
す
る
準
備
を
し
て
い
ま
す
。会
話
形
式
で
漢

方
に
関
係
す
る
内
容
を
分
か
り
や
す
く
解
説
し
な
が

ら
、日
常
生
活
の
ヒ
ン
ト
に
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な

内
容
を
目
指
し
て
い
ま
す
。＊

　

奈
良
県
と
し
て
は
、引
き
続
き
、薬
草
の
生
産
拡
大
か

ら
関
連
す
る
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
創
出
な
ど
、川
上
か

ら
川
下
ま
で
を
見
渡
し
て
、検
討
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
県
内
の
漢
方
生
薬
を
製
造
す
る
産
業
の
活
性
化

に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。漢
方
産
業
の
活
性
化
が
進
め

ば
、世
界
の「
漢
方
の
メ
ッ
カ
」に
な
る
こ
と
も
夢
で
は

な
い
の
で
、し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

開発したベッド育苗方法によるトウキの栽培 加温ハウスにおけるトウキの育苗
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